
地球温暖化と私たちの未来 

国立環境研究所 
気候変動リスク評価研究室長 

江守 正多 
1 



https://www.youtube.com/watch?v=NCqVbJwmyuo 



地球温暖化のしくみ 

１．温室効果が 
   無かったら… 

２．温室効果が 
  あるので… 

３．温室効果が 
  強まると… 

１4℃ １4℃以上   －19℃ 
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温室効果ガス濃度と世界平均気温・ 
海面水位は20世紀に急激に上昇している 

(IPCC WG1 AR5より） 
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温暖化は止まった？ 

近年の世界平均気温の変化傾向 

5 (WMO) 
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青帯： 
自然要因 
のみ考慮したシ
ミュレーション 

赤帯： 
自然要因 
（太陽＋火山） 
＋人為要因 
（温室効果ガス
等）を考慮したシ
ミュレーション 

黒：観測結果 

20世紀半ば以降の世界平均気温上昇の半分以上は、
人為起源の要因による可能性が極めて高い (95%以上) 
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(IPCC WG1 AR5より） 



過去1000年の気温変動 
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太陽活動の低下が原因といわれる300年前ごろの 
小氷期の気温低下は１℃未満。 
気候モデルによるシミュレーションで再現できる。 

小氷期 

中世の温暖期 

北半球の気温偏差 (1500-1850年の平均からの偏差） 
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木の年輪等の間接的データからの復元（陰影） 

気候モデルによるシミュレーション 

(IPCC 第5次評価報告書 技術要約より） 
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次の氷期の到来は？ 
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IPCC (2007) 

氷期-間氷期は地球の公転軌道と自転軸の変化 
により日射の分布が変化して引き起こされる 
次の氷期をもたらす日射の減少はあと3万年以上 
起こらない→「もうすぐ氷期が来る」は誤り 

高温 

低温 

現在 

日射の 
変動 

IPCC(2007)より 



予測される100年後の気温上昇量は？ 
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社会の発展の仕方と対策の大きさに依存 
科学的な予測にも幅（不確かさ） 

(IPCC WG1 AR5より） 

2081-2100年
の平均変化量 

過去再現 
（最大限の対策） 

（対策なし） 

基準期間 
1986-2005 
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20～21世紀の地表気温変化シミュレーション 
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20～21世紀の降水量変化シミュレーション 
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予測される100年後の海面水位上昇は？ 
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(IPCC WG1 AR5より） 



温暖化で異常気象が増えている？ 
「異常気象」：ある場所で30年に1度程度起きる
稀な気象（昔からたまに起きる） 
• 個々の異常気象は、ランダムな確率的現象。 
• 温暖化により、その発生確率が変わる。 
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8つの主要なリスク 
1. 海面上昇 
2. 洪水 
3. 台風など 
4. 熱波 
5. 食料不足 
6. 水不足 
7. 海の生態系の損失 
8. 陸の生態系の損失 

14 IPCC WG2 AR5 より（イメージはNHKエコチャンネルより） 



適応策 
既に起こっている/将来予測される気候変動及びその
影響に対して、損害を和らげ、回避し、または有益な
機会を活かそうとする調整の過程。 
  

例： 水災害・水資源⇒治水の強化、ハザードマップ 

 農業⇒作付の変更、品種改良 

 熱中症⇒エアコン、熱中症警報 

    など 
  

• 適応策は、多かれ少なかれ実施する必要がある 
• 社会のレジリエンス（強靭さ）向上、特に途上国の開
発のための政策に組み込むことが重要 
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気温上昇量と「懸念の理由」 

16 IPCC WG2 AR5より 
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「何を避けるべきか」、「何を守るべきか」 
は社会の判断による 

1.5℃ 
上昇 

2℃ 
上昇 



将来の気温上昇予測と対策の長期目標 
「世界的な平均気温上昇を産業革命以前に比
べて2℃より十分低く保つとともに、1.5℃に抑え
る努力を追求する」 

気候変動枠組条約 COP21パリ協定（2015年） 
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「対策なし」ケース 
(RCP8.5) 

「2℃未満」ケース 
(RCP2.6) 

IPCC WG1 AR5より 17 
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気温変化 
シミュレーション 

対策無しケース 

「２℃未満」ケース 

 
MIROC5気候モデルによる 

(AORI/NIES/JAMSTEC/MEXT) 



「2℃未満」目標を達成する排出削減経路 
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IPCC関連の各種資料から 
杉山昌広氏、朝山慎一郎氏が作成 

「今世紀後半に人為的な温室効果ガスの排出
と吸収源による除去の均衡を達成する」 

気候変動枠組条約 COP21パリ協定（2015年） 



排出削減策のメニュー 
• 省エネ（機器の高効率化、スマート化、行動、制度） 
• 再生可能エネルギー（太陽、風力、地熱、バイオ…） 

＋安定化（系統強化、蓄電、スマート化） 
• 原子力（＋事故リスク、廃棄物等の課題対応） 
• 火力発電の高効率化→CCS（CO2回収貯留） 
• 燃料利用の電化、水素化、バイオマス化 
• 森林減少の抑制、植林 
• メタン、フロン類等の対策 
• さらに革新的な技術？（革新的な低コスト化？） 
• さらに革新的な社会構造変化？ 
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2015年の世界の動き 
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2100年までに世界経済を
「脱炭素化」！ 

6月 エルマウG7サミット 

文化的な大革命が必要！ 
6月 ローマ法王の「回勅」 

9月 米中共同気候宣言 
11月30日からパリでCOP21 



Climate Justice（気候の正義） 

• 今まで温室効果ガス
を排出してきたのは
先進国（と新興国）。 

• 最も深刻な被害を受
けるのは貧しい途上
国や弱い立場の人
たち。 

⇒気候の問題は、著し
い不正義、不公正の
問題であるという認
識で、社会運動が起
きている。 
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パリ協定は何が画期的か? 

• すべての国が対策に取り組む（これまでは途
上国に排出削減義務無し） 

• 具体的な長期目標（条約では温室効果ガス
の増加を止めるという目標だけだった） 

• 永続的な仕組み（期限が切れて新しい枠組
みを交渉しなおすという必要がなくなった） 

• 包括的な仕組み（排出削減だけでなく、適
応、資金提供等についても含む） 
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パリ協定における国毎の目標 

• 各国の対策目標は自主的に決めて提出。 
– EU: 2030年までに1990年比で40%排出削減 
– 米: 2025年までに2005年比で26～28％排出削減 
– 日: 2030年までに2013年比で26％排出削減 
– 中: 2030年をピークに排出量を減少へ、など 

• しかし、これらをすべて足しても「2℃未満」目標
には足りない。→5年毎に目標を強化 

• 目標提出と対策実施を義務化。進捗確認。 
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世界のCO2排出量は既にピークを迎えた? 

25 International Energy Agency (2016) 
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